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連
合
が
主
導
し
県
下
で

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
展
開

　
埼
玉
県
下
で
は
、
公
益
財
団
法
人
い

き
い
き
埼
玉
︵
埼
玉
県
Ｓ
Ｃ
連
合
︶
が

中
心
と
な
っ
て
、
平
成
二
十
九
年
の
加

須
市
Ｓ
Ｃ
を
皮
切
り
に
、「
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
な
ど
し
て
フ

レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　
熊
谷
市
Ｓ
Ｃ
で
も
、
令
和
元
年
五
月

か
ら
「
フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
づ
く
り
教

室
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
開
始
初
年
度
の
令
和
元
年
十
二
月
四

日
に
は
、
埼
玉
県
Ｓ
Ｃ
連
合
主
催
の

「
60
歳
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ

ー
」
で
、
会
員
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防

の
体
験
発
表
会
を
実
施
。
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
最

前
線
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
印
象
付

け
た
。

　
ま
た
、
令
和
二
年
度
に
は
事
業
計
画

と
し
て
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
づ
く

り
教
室
」︵
以
下
、
教
室
︶
を
独
自
事
業

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

　
教
室
は
週
一
回
の
全
十
回
で
、
参
加

費
は
二
千
円
。
一
回
に
つ
き
一
時
間
~

一
時
間
三
十
分
行
っ
て
い
る
。
会
員
の

ほ
か
、
市
報
等
の
募
集
で
集
ま
っ
た
市

民
も
参
加
し
て
お
り
、
一
回
十
五
人
前

後
の
チ
ー
ム
で
実
施
。
チ
ー
ム
は
複
数

で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
開
催
頻
度
は
年

三
回
︵
春
、
夏
、
秋
︶
で
、
こ
れ
ま
で

に
十
回
実
施
し
、
延
べ
約
二
百
七
十
人

が
参
加
し
て
い
る
。

　
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
が
監
修
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　熊谷市ＳＣでは、令和元年度から「フレイル予防健康づ
くり教室」を行っている。現在まで延べ約270人の会員や
市民が参加。フレイル予防サポーターを務める会員が進行
を担い、参加者への声掛けをするなど意欲を高めている。
「膝の痛みが和らいだ」「ストレッチが習慣になった」など
の反響があり、参加者の多くがリピーターとして教室を続
けたいと望む、人気事業となっている。

会
員
の
熱
意
と
工
夫
で
人
気
の

「
フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
づ
く
り
教
室
」

公
益
社
団
法
人

熊
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（埼

玉
県
）

熊
谷
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
「
フ

レ
イ
ル
予
防
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
展
開
し

て
い
る
。
写
真
は
、
会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
「
栄
養
素
の
は
な
し
」
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し
た
教
本
︵
県
下
の
セ
ン
タ
ー
共
通
︶

に
の
っ
と
り
、「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
栄

養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
三
本
柱
で
構
成
。
進
行
役
は
会
員
で

あ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
務

め
、
運
動
指
導
員
と
し
て
も
参
加
者
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

　
今
回
は
、
五
月
二
十
四
日
に
熊
谷
市

緑
化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
教
室
︵
参
加

者
十
二
人
︶
を
取
材
し
た
。

会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
が

積
極
的
に
進
行
役
を
務
め
る

　
教
室
で
行
う
三
本
柱
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
以
下
の
通
り
。

〈
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

①
運
動
時
の
注
意
点
の
確
認

②
準
備
運
動
／
熊
谷
市
歌
に
合
わ
せ
体

を
動
か
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操︵
五
分
︶

③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運
動︵
十
分
︶

④
ス
ト
レ
ッ
チ
︵
五
分
︶

⑤
筋
力
運
動
︵
二
十
分
︶

　
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
全
体
の
流

れ
を
踏
ま
え
て
進
行
役
の
会
員
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、「
伸
ば
す
、
止
め
る
」
な
ど
と

号
令
を
出
す
。
動
か
す
部
分
や
、「
足
の

指
を
動
か
す
よ
う
に
す
る
と
転
び
に
く

く
な
り
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
た
効
果
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
た
。

　
③
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運
動
は
、

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た

運
動
と
認
知
課
題
︵
計
算
、
し
り
と
り

な
ど
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
、
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
の
総
称
。

体
を
動
か
し
つ
つ
、
脳
ト
レ
な
ど
の
訓

練
を
兼
ね
て
い
る
。

　
取
材
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運

動
は
、
床
に
敷
い
た
マ
ッ
ト
に
描
か
れ

た
足
形
を
使
っ
て
「
一
、
二
、
三
︙
」

と
歩
を
進
め
、
特
定
の
番
号
の
み
、
わ

ざ
と
足
を
踏
み
外
す
運
動
メ
ニ
ュ
ー
だ

っ
た
。
数
字
と
体
の
動
き
を
う
ま
く
連

動
さ
せ
な
い
と
間
違
う
こ
と
も
あ
る
が
、

自
然
と
笑
顔
に
な
れ
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
約
七
十

六
歳
と
い
う
が
、
運
動
意
欲
は
高
く
、

楽
し
ん
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

〈
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

　
タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
能

や
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
「
栄
養

素
の
は
な
し
」
を
、
会
員
サ
ポ
ー
タ
ー

が
講
義
す
る
。

〈
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

　
参
加
者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て

い
る
。
内
容
は
、「
自
己
紹
介
」「
井
戸
端

会
議
を
し
よ
う
」「
実
践　
笑
い
の
健
康

法
」
な
ど
。

取
材
時
に
行
っ
て
い
た
「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
準

備
運
動
。
熊
谷
市
歌
に
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操

で
、
参
加
者
は
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
た
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健
康
維
持
と

仲
間
の
存
在
が
励
み
に

　
こ
の
教
室
の
開
始
当
初
か
ら
の
リ
ピ

ー
タ
ー
で
、
こ
の
日
参
加
し
て
い
た
会

員
三
人
に
魅
力
を
聞
い
た
。

　
中
島
洋
子
さ
ん
は
事
務
局
職
員
か
ら

聞
い
て
教
室
を
知
り
、
体
を
動
か
す
の

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
参
加
を
決
め

た
。「
年
を
取
る
と
、
体
の
衰
え
を
日
々

実
感
し
ま
す
が
、
こ
の
教
室
の
お
か
げ

で
現
状
維
持
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
効

果
を
実
感
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　
中
島
さ
ん
の
紹
介
で
参
加
し
た
鈴
木

啓
子
さ
ん
は
、
最
初
、
膝
の
け
が
の
た

め
軽
い
運
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
そ
う

だ
。
し
か
し
、
教
室
を
続
け
る
う
ち
、

今
で
は
普
通
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
せ

る
ま
で
に
回
復
し
た
。

　
伊
地
知
照
子
さ
ん
は
、
こ
の
教
室
で

ス
ト
レ
ッ
チ
の
重
要
性
を
再
発
見
し
た

と
い
う
。「
今
で
は
気
が
付
い
た
と
き
に
、

自
分
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　
そ
し
て
、
三
人
が
「
大
き
な
魅
力
」

と
口
を
そ
ろ
え
た
の
は
、
仲
間
の
存
在

で
あ
る
。「
週
に
一
回
、
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
会
え
て
気
さ
く
に
話
せ
る
の
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
こ
う
し
た
交
流
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
ら
れ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

教
室
を
支
え
る
会
員
の
熱
意

　
教
室
の
立
ち
上
げ
か
ら
携
わ
っ
て
き

た
の
は
、
事
務
局
職
員
で
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
深
澤
幸
さ
ん
、
会

員
の
植
野
実
さ
ん
、
浜
島
眞
一
さ
ん
、

福
田
ひ
ろ
み
さ
ん
の
四
人
。

　
深
澤
さ
ん
は
「
教
室
を
立
ち
上
げ
、

こ
こ
ま
で
順
調
に
継
続
で
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
、
協
力
し
て
く
れ
る
会
員
サ

ポ
ー
タ
ー
の
熱
意
の
お
か
げ
で
す
」
と

教
室
運
営
を
振
り
返
る
。

　
企
画
立
案
に
携
わ
っ
た
植
野
さ
ん
は
、

「
教
室
の
具
体
的
な
概
要
を
決
め
て
い

き
、
会
費
や
会
場
、
何
回
コ
ー
ス
に
す

る
か
な
ど
、
最
初
は
手
探
り
で
し
た
。

秩
父
市
Ｓ
Ｃ
の
教
室
を
モ
デ
ル
に
し
た

こ
と
で
、
形
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
開
設
時
の
告
知
を
担
当
し
た

浜
島
さ
ん
は
、「
当
時
は
、
フ
レ
イ
ル
と

い
う
言
葉
が
全
く
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
何
度
も

説
明
し
ま
し
た
」
と
、
初
回
の
参
加
者

を
募
集
し
た
苦
労
を
振
り
返
る
。

　
福
田
さ
ん
は
、
か
つ
て
福
祉
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
画
。
ほ

か
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や
フ
ォ
ロ
ー
な

運動と認知トレーニングを組み合わせたコーディネーション運動（写真上）。写真下は、筋力
アップのもも上げ
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ど
も
受
け
持
っ
て
き
た
。
取
材
日
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運
動
で
用
い
た
マ

ッ
ト
は
、
福
田
さ
ん
の
自
作
。「
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
か
、
で
き
る
範
囲
で
工
夫
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

　
深
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
会
員
サ
ポ
ー

タ
ー
自
身
も
研
さ
ん
を
続
け
て
お
り
、

週
二
回
、
自
主
的
に
「
チ
ー
ム
会
」
を

開
い
て
教
本
を
読
み
込
ん
だ
り
、
参
加

者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

工
夫
や
声
掛
け
の
練
習
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
そ
の
熱
意
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
、

福
田
さ
ん
に
理
由
を
聞
く
と
、「
自
分
も

年
を
取
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
教
室
が

張
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
趣
味
が
な
か
っ

た
私
に
と
っ
て
は
、
教
室
が
“
夢
中
に

な
れ
る
”
こ
と
。
今
や
、
生
き
が
い
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
教
室
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
サ
ポ

ー
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
刺
激
を

も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
だ
。

参
加
者
の
振
り
分
け
に
苦
慮

　
順
調
に
見
え
る
教
室
運
営
だ
が
、
課

題
も
あ
る
と
い
う
。

　
そ
の
一
つ
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、

参
加
人
数
も
次
第
に
増
え
て
い
る
こ
と

だ
。
さ
ら
に
新
た
な
参
加
者
を
募
る
に

当
た
り
、
人
数
を
ど
う
振
り
分
け
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
現
在
、
午
前
に
一
回
、
午
後
に
二

回
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員
サ
ポ
ー
タ

ー
の
増
員
や
会
場
の
確
保
な
ど
、
し
っ

か
り
し
た
事
業
計
画
を
練
っ
て
い
き
た

い
」
と
深
澤
さ
ん
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
室
開
催

は
、
感
染
対
策
に
気
を
使
う
こ
と
も
苦

心
す
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。
対
策
と

し
て
は
、
開
始
時
に
参
加
者
全
員
で
体

温
を
測
る
、
マ
ス
ク
を
つ
け
る
、
話
す

と
き
は
一
ｍ
離
れ
る
と
い
っ
た
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
！　
教
室
参
加
時
の
お

き
て
８
か
条
」
を
読
ん
で
、
注
意
点
を

共
有
し
て
い
る
。

　
「
感
染
予
防
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
指
針
に
の
っ
と
り
、
引
き
続
き
対

応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
深
澤
さ
ん
。

　
事
務
局
と
し
て
は
、
今
後
も
数
多
く

の
教
室
を
継
続
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
江
原
健
彦
事
務
局
次
長
は
「
フ
レ
イ

ル
予
防
健
康
づ
く
り
教
室
は
参
加
者
に

も
大
変
好
評
で
、
セ
ン
タ
ー
の
目
玉
の

取
り
組
み
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
令

和
二
年
度
に
事
業
化
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
て
い
る
会
員
に
は
、
就
業
場
所

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
会
員

サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
や
参
加
者
の
拡
充

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
極

め
つ
つ
、
よ
り
大
き
く
進
歩
で
き
る
よ

う
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
を

込
め
た
。

︵
山
辺
健
史
︶

「
フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
づ
く
り
教
室
」
で
活

躍
す
る
会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
（
前
列
左
か
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事業運営状況 （平成29年度～令和 3 年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成29 928 382 1,310 1.9 1,076
（127,158） 82.1 6,149 565,102 21.7/78.3

30 914 363 1,277 1.8 1,096
（127,305） 85.8 5,580 578,230 21.7/78.3

令和元 878 355 1,233 1.8 1,075
（124,780） 87.2 5,118 578,139 19.9/80.1

2 874 350 1,224 1.7 977
（110,100） 79.8 4,265 513,694 22.1/77.9

3 872 348 1,220 1.7 955
（112,041） 78.3 3,991 529,415 22.6/77.4

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2 年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


